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2. 主な研究活動 

a 専門分野 

社会心理学  

b 研究課題 

  1) 心の知覚と道徳的判断 

    2) スマートシティにおける諸技術への態度 

    3) 学際研究における社会心理学の役割―科学技術のELSIを事例として 

c 概要と自己評価 

概要 

1) 心の知覚と道徳的判断：近年の社会心理学は、私たちが道徳的事柄、公正さに関心を抱く「モラル・エージェント」

であるという人間観を提出している。この研究課題は、他者の心的状態（意図・動機・態度・感情など）の推論に基

づき他者を「裁き」の視線で評価し、そこでの評価に基づき、「援助、非難、許し」などの道徳的な態度・行動を他者

に向ける点に着目し、モラル・エージェントを支える社会的認知過程を解明することを目指す。またその過程で、ス

テレオタイプ的な対人判断にも着目する。ステレオタイプは偏見の認知的基盤であり、しばしば他者を善悪の観点か

ら評価することにつながる。その過程に関連する諸要因を解明し、心的状態の認知の変容が偏見的態度の低減につな

がる可能性、またそれを媒介する社会的認知過程を探求する。この課題については、科学研究費（基盤研究（B））に

より推進しており、対象を対人判断のみならず AI に対する心の知覚にも拡張している。また、ステレオタイプにつ

いては障害者、高齢者、性別に焦点を当てた検討を行っている。 

2) スマートシティにおける諸技術への態度：本研究課題は、Society 5.0のもと、スマートシティ政策の中で導入され

る諸技術に焦点を当て、それに対する受容的（または非受容的）態度形成に影響する諸要因を明らかにすることを主

な目的としている。日立東大ラボ・京大ラボの活動とも連携し、国内外のスマートシティ政策に関する情報収集、ま

た、監視カメラ、健康サポートなど、プライバシー情報の収集につながる AI 活用技術や、自動運転車を対象とした

調査研究を進めている。 

3) 学際研究における社会心理学の役割―科学技術の ELSI を事例として：本研究課題では、「科学知・実践知・人文

知」の融合領域として社会心理学を位置づけた上で、その立ち位置からの方法論の批判的検討を行うとともに、展開

の可能性として「科学技術のELSI」をとりあげ、主には工学や哲学領域と連携し、知見の健全な活用、成果を人々に

伝達する際の諸問題についての検討を行う。本研究課題は、RISTEX でプログラム総括を務めている「科学技術の倫

理的・法制度的・社会的課題（ELSI）への包括的実践研究開発プログラム（RInCA）」での活動とも連携しており、そ

れを通した総合知に関わる議論形成にも携わっている。 

自己評価 

以上の研究課題は、科学研究費、外部資金、外部法人組織での活動と連携しており、有機的に研究活動を進めている。

1)については「ロボット」「人工知能」など、人以外の対象に対する心的状態の推論に議論を拡張し、応用可能性を検

討するための研究プロジェクトを工学関係の研究者と遂行しているが、そこでの知見は2)での社会受容研究や、3)で

の科学技術の ELSI 研究とも融合させることで、社会心理学に閉じない研究活動を心掛けている。得た研究成果は学

会発表、論文という形で発信しているが、その多くは大学院生との共同研究であり、後継者育成についても努力して

いる。特に、日立東大ラボ・京大ラボなどの産学連携研究には、学部生や大学院生も参画しており、企業に所属する

主には理系の研究者と共に活動することを通して、視座を広めながら、社会心理学の知見がどのように社会貢献する



 

ことが可能なのかについても洞察する機会を提供している。研究活動は、科学哲学、工学などの研究者と進めている

が、今後は、さらに研究のネットワークを広げるとともに、他分野に対しても積極的な研究の成果発信に努め、融合

的領域としての社会心理学の基盤形成に尽力したい。 
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3. 主な社会活動 

(1) 他機関での講義等 

「人が主役となる人工物との関係性構築について～社会心理学的見地から」、HCMIコンソーシアム2021年新春セミ

ナー、2021.1.22 

「デジタルは『ちょうどいい道具』になれるのか ～個人データと自己の関係～」、『混沌（カオス）を生きる』〈デジ

タルの日イベント〉RISTEX、2021.10.10 

「科学技術の倫理的・法制度的・社会的課題（ELSI）への包括的実践研究開発プログラム（RInCA）～ELSI/RRIにと

ってなにが重要か…自動運転に関する議論の貢献にむけて～」、日本学術会議学術フォーラム：ELSIを踏まえた自

動運転の社会実装、2021.12.13 

「新たな価値を協創するための人文・社会科学と自然科学の知の融合「総合知」を考える」、CRDS俯瞰ワークショッ
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(3) 行政 

学術会議（第一部）、連携会員、2020～ 
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独立行政法人日本学術振興会・学術システム研究センター専門研究員、2020.4～ 

独立行政法人、科学技術振興機構、RISTEX研究開発プログラム総括、2020.4～ 
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